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 要 旨   

背景： 

既存研究において心理学的因子は NAFLDの要因であると考えられる。しかし、抑うつと NAFLD

の因果関係は明らかではない 

  

方法：  

2017-2018 年米国国民栄養健康調査(NHANES)データベースからウイルス性肝炎や多量飲酒

を除く 3878 人を分析対象とした。NAFLD は Transient elastography の Controlled 

Attenuation Parameter（CAP）値≧274dB/mと定義した。抑うつは PHQ-9スコア≧4点と定

義した。多変量調整ロジスティック分析にてオッズ比(OR)および 95%信頼区間(05%CI)を算

出した。メンデルランダム化解析では操作変数法を行い、抑うつと関連する 36 SNPを操作

変数とした。 

 

結果： 

多変量調整ロジスティック分析にて抑うつは NAFLD と統計的に有意な関連を認めなかった

（OR(95%CI)=1.21(0.99-1.47)。性別分析では女性のみ統計的に有意な関連を認めた（女性

OR(95%CI)=1.33（1.03-1.72））。メンデルランダム化解析においても抑うつは NAFLDとの関

連を認めた(OR(95%CI)=1.504(1.13–2.00)。Weighted median 法でも抑うつと NAFLDとの関

連を認めたが、MR-Egger regression, simple model, weighted mode では統計的に有意な

関連を認めなかった。 

 

結論：  

抑うつは女性において NAFLD との関連を認めた。遺伝学的に抑うつは NAFLD の要因である

と考えらえた。 

 

 


